












ペットボトルキャップ回収活動への参加
　中央三井信託銀行本店ビル、目黒信託センター、中央三井信託銀行の一部営業店、中央

三井アセットマネジメントでは、ペットボトルキャップ回収活動に参加しています。

　ペットボトルキャップ回収活動は、回収したペットボトルキャップをリサイクル業者へ引き

渡し、その代金を「特定非営利法人　世界の子どもにワクチンを日本委員会」へ寄付するも

のです。

振り込め詐欺未然防止に向けた活動
　中央三井信託銀行の各営業店では、振り込め詐欺の未然防止に向けて、街頭キャンペーン、

セミナー、ＡＴＭコーナーの警戒強化といったさまざまな活動に取り組んでいます。

　また、窓口においては、振り込め詐欺が疑われるような場合に、お客さまに直接注意を

呼びかけるなどの活動を行っています。

　これらの活動によって、実際に振り込め詐欺を未然防止した事案では、警察から感謝状を

授与されました。

常盤小学校3年生の職場見学
　中央三井信託銀行日本橋営業部では、平成20年12月に、近隣の常盤小学校3年生による

職場見学を実施しました。

　生徒のみなさんからは、重要文化財に指定されている三井本館や地下の大金庫について

活発な質問がありました。また、1階ロビーのクリスマスツリー前での記念撮影や１億円の重さ

体感などが大変好評で、後刻、参加した生徒のみなさんからお礼のお手紙をいただきました。

ロビー写真展の開催
　中央三井信託銀行多摩桜ヶ丘支店では、平成21年4月に、写真展「聖蹟桜ヶ丘 いま・

むかし」を開催しました。

　また、同福井支店では、平成21年6月に、「なつかしの福井駅

前写真展」を開催しました。

　取引先も含め、たくさんの方々にご来店いただき、時代とともに

移り変わる街並み、延 と々受け継がれてきた歴史・文化・風俗をご

紹介しました。

　地域社会の一員として社会貢献活動に取り組んでいきます。

拠点における取り組み

地球温暖化防止啓発イベント「太陽と遊ぼう！」の開催
　中央三井トラスト・ホールディングスは、港区立地企業などの社会

貢献担当者のネットワーク「みなとネット」の一員として、平成21年7月

の皆既日食に合わせ、港区東町小学校において地球温暖化防止啓発

イベント「太陽と遊ぼう！」を開催しました。

　当日は多数の方々にご来場いただき、悪天候によりメインの日食

観察は実施できませんでしたが、キャンドル作りやカードゲームを中心

に大変盛況なイベントとなりました。

地場産業の応援「環境と安全性に配慮した泉州タオルの粗品採用」
　中央三井信託銀行難波支店では、平成20年6月から、生産工程において環境と安全性に

配慮した「泉州タオル」を粗品として採用しています。

　平成21年7月には、ロビーに泉州タオルや大阪タオル工業組合のポスターを設置し、

ご来店のお客さまに地場産業としての泉州タオルをご紹介しました。

　今後も、環境に配慮し、地場産業を応援する取り組みを行っていきます。

富士山一斉清掃への参加
　中央三井信託銀行沼津支店では、平成21年8月に、富士山の世界

文化遺産登録を目指す活動の一環で行われている富士山清掃活動に

参加しました。

　18名が参加し、御殿場口新五合目の登山道や山ろくを清掃し、

ビニール類や缶、たばこの吸殻などのゴミを回収しました。参加者から

は、「ゴミに対する意識が変わった」「また来年も参加したい」といった

感想が寄せられました。

金沢市主催の花の植替え作業への参加
　中央三井信託銀行金沢支店では、平成20年3月から、3カ月毎に、「金沢市緑と花の課」

が主催する、香林坊・武蔵間（国道157号）沿道に設置されたプランター約170基の花の

植替え作業に参加しています。

　作業には、沿道企業のほか、地元町内会住民や地元学生などが多数参加しており、今後

も、地域社会の一員として、社会貢献に取り組んでいきます。
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本店ビル

調布センター

目黒センター

環境活動報告

グループを挙げて省エネ・省資源活動を推進し、環境負荷の低減に取り組んでいきます。

　中央三井トラスト・グループ各社は、政府の地球温暖化

対策推進本部が推進している地球温暖化防止国民運動

「チーム・マイナス6％」に参加し、ＣＯ2排出量の削減に取り

組んでいます。

　当グループの施設の中で、CO2排出量の多い中央三井

信託銀行の本店ビルと2カ所のシステムセンター（調布、

目黒）では、平成14年度のＣＯ2排出量合計13,173tを、

省エネ設備の導入や空調の節減などにより、平成20年度

には合計9,823tと、7年間で25.4％も削減してきました。

　特に、これらの施設の中で最も排出量の多い中央三井信

託銀行調布センターでは、平成16年3月より、新エネル

ギー・産業技術総合開発機構（通称ＮＥＤＯ）の支援を受け、

建物の高効率エネルギー管理システム（ＢＥＭＳ）を導入し、

エネルギーの使用状況を細かくチェックすることによりエネ

ルギーの消費を抑え、一昨年は、東京都の「地球温暖化対

策計画書制度」においてその取り組みが特に優秀と評価さ

れ、「知事表彰」を受けています。

　平成20年6月には「東京都環境確保条例」が改正され、

平成22年度より、一定規模以上の施設に対して初めて

CO2排出量の削減が法的に義務付けられることになりま

した。

　当グループでは、中央三井信託銀行の本店ビルおよび

2カ所のシステムセンター（調布、目黒）のCO2排出量合計

について、平成14年度から平成16年度までの3年間の平

均値12,310ｔに対し、第一計画期（平成22年度～平成26

年度の5年間）の平均値で11,325ｔ（8％削減）、第二計画

期（平成27年度～平成31年度の5年間）の平均値で

10,217ｔ（17％削減）まで削減することを目標としています。

これまで、システムセンター（調布）の「ＢＥＭＳ」導入をはじ

め、「夏の軽装化」（クール･ビズ）を実施して夏期の室温を

28℃に設定し、空調稼働時間の短縮を行い、また、事務

所内の照明器具の照度調整やこまめな消灯などの省エネ対

策を積み重ねてCO2排出量の削減を進めてきた結果、こ

れらの目標値は、平成20年度の時点ですでに達成してい

ます。

　当グループでは、今後もこれまで以上に従業員一人ひと

りが地道な省エネ対策を積み重ねていくとともに、老朽化し

た施設を新たな省エネ設備に切替えるなど、さらにCO2削

減を進めていきます。

大規模施設におけるＣＯ２削減への取り組みについて

中央三井信託銀行調布センター廃熱回収プレート熱交換器 中央三井信託銀行調布センター中央監視室中央三井信託銀行調布センター

中央三井信託銀行本店ビル、システムセンター（調布、目黒）のCO2排出量推移

　中央三井信託銀行の各営業店では、環境省が実施しているCO2削減を目的としたネオン･看板などの消灯イベント「ブラッ

クイルミネーション2009」「七夕ライトダウン」に合わせ、6月21日（夏至の日）および7月7日（クールアース･デー）に看板

やショーウィンドウなどの照明の消灯を実施しました。今後は、この2日間に限らず、各営業店のお客さまのご協力とご理解を

いただきながら、さらに消灯時間の延長を行い、CO2削減に努めていきます。

営業店での省エネ活動について

　中央三井信託銀行では、環境に配慮した粗品を継続的に採用しています。平成21年2月に採用した携帯用バッグは、地球

環境に負担をかけないライフスタイルを広める世界的な活動の

「MOTTAINAIキャンペーン」の一環で開発されたエコバッグです。ほかに

も、各営業店では、独自に環境に配慮した粗品を採用しています。

　また、中央三井アセットマネジメントでは、平成21年7月に、プラス

チック部分にトウモロコシを主成分とするでんぷん粉を使用したうちわを

粗品として採用しました。

環境に配慮した粗品の採用
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RECYCLE
～紙のリサイクルへの取り組み～

　中央三井信託銀行本店ビルから発生する紙

ゴミのうち、機密書類については大型シュレッ

ダーで集中裁断処理を行いミックスペーパー

としてリサイクルに回しています。また、ＯＡ紙

類は従業員各自が裁断処理したものを製紙会

社に持ち込み、トイレットペーパーにリサイク

ルし、そのリサイクルされたトイレットペー

パーを購入して同ビル内で使用しています。

　その結果、同ビルでは平成20年度に発生

した紙ゴミの95.4％をリサイクルしています。

RＥ‐ＵＳＥ　
～OAプリンタートナーの
カートリッジ再利用と

消費量削減への取り組み～

　パソコンから印刷する際に使用されるトナー

について、リサイクルトナーを使用することに

より再利用の観点からＣＯ２削減に貢献してい

ます。

　また、トナーについては消費量を抑制する

ソフトウェアを導入し、システム的にインクを

28％削減することで従来のトナー消費量の

4分の1程度を削減する効果を得ています。
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　私どもＣＭＴＢファシリティーズは中央三井信託銀行が使用する建物・施設を総合的に管理

運営する中央三井信託銀行のグループ会社です。

　中央三井信託銀行が使用する建物は全国に約100箇所あり、これらの建物・施設の管理運

営には、私を含めたＣＭＴＢファシリティーズの一級建築士７名が直接携わり、そのノウハウを駆

使して日夜省エネ対策に取り組んでいます。

　「東京都環境確保条例」が改正され、中央三井信託銀行本店ビルおよび2つのシステムセン

ターについて平成22年度より初めてCO２排出量の削減が法的に義務付けられることになりました。これまで自主目標を

立ててグループ全体で省エネに取り組んできた結果、平成20年度の実績では目標値をクリアしています。しかし、地球温

暖化はいまや人類共通の課題であり、これに甘んじることなく、さらにCO２排出量削減に取り組んでいくことが必要です。これ

からもグループを挙げての省エネへの取り組みにご理解とご協力をお願いいたします。

ＣＭＴＢファシリティーズ　施設管理部／担当部長　田丸 隆（ファシリティマネジャー）

東京都内営業店における営業車の低公害車比率推移
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中央三井信託銀行本店ビルにおける
紙ゴミのリサイクル状況

～紙の消費量削減への取り組み～

　当グループでは、両面コピーや集約印刷機

能（パソコンのプリンターで複数ページの原稿

を1ページに集約して印刷する機能）の活用

を推進し、コピー用紙の消費量削減に取り組

んでいます。

　中央三井信託銀行では、全営業店合せて1,030

台の営業車を保有しており、その81％の839台を

低公害車である軽自動車が占めています。

　特に、東京都では「都民の健康と安全を確保する

環境に関する条例」により低公害車の導入を推進して

おり、当グループでもこの切り換えに積極的に取り

組んだ結果、都内営業店における営業車のうち低公

害車の比率は平成18年3月には9割を超え、それ

以降も高水準を維持しています。

　また、これまで行ってきた軽自動車への切り換え推

進に加えて、平成21年度より、燃費が格段に優れ

ているハイブリッド車の導入を行っており、ガソリン

消費量の特に多かった地方店舗を中心に営業車を

ハイブリッド車に切り替え配備しています。

　ハイブリッド車は、ガソリンエンジンと電気モー

ターの組合せによるふたつ以上の動力源を複合した

自動車であり、走行状態に応じてエンジンと電気

モーターを最適制御することによりガソリン消費量の

削減が図られ、CO2排出量を抑制し、地球温暖化防

止に貢献するものとして注目されています。

ハイブリッド車、低公害車の導入

　中央三井トラスト・グループ各社では、省エネ対策を推進すると同時に省資源対策も推進し、通常業務でのＯＡ化が日常

的となっている中、紙やトナーなどの文具に関して、環境問題を解決する3つのキーワード“3R”（リデュース、リユース、

リサイクル）の観点からCO2削減に貢献しています。

当グループの省資源活動

推進者の声
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